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新型コロナ禍での山梨大学における
授業・実習実施にむけて

～緊急全学FD研修会を4週連続で実施～

・オンライン中心の授業等における課題

・学生（および教員）の体とこころのケア

・対面授業・対面実習実施における課題

6月19日 (金) ：「第1回 オンライン授業の現状と課題」

6月26日 (金) ：「新型コロナウイルスで変化する学生の状況」

7月 3日 (金) ：「第2回オンライン授業の現状と課題（教員アンケート速報・改善案
等）」

7月10日 (金) ：「新型コロナウイルス下での実験・実習・実技・演習科目の現状と課題」

4学部（教育学部、医学部、工学部、生命環境学部）

における実習・演習の実施例の紹介



生命工学科３年次の実習での学び

生物工学実験Ｉ （基礎生化学）

生物工学実験ＩI （発生工学）

生物工学実験ＩII （応用微生物学）

生物工学実験VＩ （遺伝子工学）

例年の場合（次年度以降はカリキュラム変更）

S1号館1階

第１生物工学実験室
（学生実験室）

第２生物
工学実験室
(学生実験室)

学生実験室 (共通)

月から金の３～４限×６週間
実験、事前講義、準備試験、データ整理、

予備日でスケジュールは埋まる。



２０２０年度の実習実施方針

・5月…実験室での実験を想定し、オンラインで学ぶ

・6月…実験室にて実験を行い、実践により学ぶ
（実験室入室回数が激減することへの対策は後に紹介）

例年とは異なる戦略で実習の目標を達成する

実習の目的（シラバスより抜粋）：「…本実験では（生体分子

の）性質や働きを実験を通して理解すると共に基本的な実験

器具や装置および試薬の取り扱い方を学ぶ…。」



2020年度生物工学実験Ⅰ：予想の５月

計９回のオンエア、毎回の課題はmoodleで解答
（締め切りを過ぎると提出できません）

日 月 火 水 木 金 土

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

① 締切
17：00

課題

② 締切
17：00

課題

③ 課題

④ 締切
17：00

課題

⑤ 締切
17：00

課題

⑥ 課題締切
10：00

⑦ 締切
17：00

課題

⑧ 締切
17：00

課題

⑨ 課題締切
10：00

締切 6/1 10:00

１～７章

８～１０章

１１～１３章



2020年度生物工学実験Ⅰ：予想の５月

計９回のオンエア、毎回の課題はmoodleで解答
（締め切りを過ぎると提出できません）
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2020年度生物工学実験Ⅰ実施予定：実践の６月

３グループに分かれて、日替わりで実験を実施：密集回避
（実験中の移動はあるが）基本の座席は対面配置を避ける

感染予防・拡大防止対策：マスク、消毒用アルコール、ハンドソープ



2020年度生物工学実験Ⅰ実施予定：実践の６月

限られた実施回数で実験のバリエーションを確保するため
一部の試薬を事前にスタッフが調製して配布することで
１日の実験項目を例年の１項目→２項目に増やす

教員の試薬調製記録を実
験ノートに転記させる→ブ
ラックボックス化を回避



実習を終えて

実施回数が限られていたことで「貴重な機会」であると

いう強い意識が学生に芽生え、例年以上に熱心に取り

組んでいたように見える。

例： 実験の失敗が判明すると「やり直したい！」との直訴が続発

（例年は”失敗の考察しとけば良いんだよね♪”と流す子が続発）

次年度のカリキュラム改定（6週×４カテゴリ→3週×6～7カテゴリ）

にて、各実習期間の短さ故の「貴重さ」を伝えることで「執着心」を
生み出せる？



実習を終えて

数多く実験を行うことでしか身につかない「実験センス」

の取得には到達しなかったかもしれない。

例：定量実験に求められる秤量”精度”
（メスピペットが必要か？メモリ付き試験管でも良いか？）

実験項目全体を見通した試薬調製”量”
（2mlしか使わない試薬を100mlも作ってみたり…）

適切な器具の”選択”
（スポイドを持っているのに、指示薬”数滴”添加をメスピペットで行う…）

後に続く生物工学実験ＩI、ＩII、VＩを通じて段階的に学んでもらう

足らない部分
はTAが補って
くれました



2020年度生物工学実験ⅠからⅡへ

学外の新規感染者低レベル維持を考慮し、「より例年に近い

実験バリエーションを確保」するため

方針：例年通り、ほぼ毎日実験室にて実験
（下記の理由で正味の実施時間は半分近くに減る）

2グループに分け、1コマずつ交代で実験
（顕微鏡など感染の危険が高い器具は特にマメに消毒）、など

効果：蜜を避けながら”密な”コミュニケーション

（分散実施で教員：学生比が減り、議論が弾む）

課題：時間制約のため未完故に未消化の項目も少数あり
（3⇔4コマ入れ替えにより不公平は是正できても、本質的不満はやや残る）

後期に続く生物工学実験ＩII、VＩでも種々工夫を凝らす



実習の様子はWebで紹介しています
山梨大学生命環境学部生命工学科
bt.yamanashi.ac.jp

タンパク質構造生物学
＠山梨大学

takujioyama1970@wordpress.com


